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《ＡＤＭ－５１１／５１２／５１３ＡＴ》                                  3-7. アナログ入力選択＆ＡＤスタート操作

3-7. アナログ入力選択＆ＡＤスタート操作

      ｏｕｔｐ（BASE＋０，channel）；  ／* ｃｈａｎｎｅｌ：入力チャンネル指定 *／

   指定チャンネルのＡＤ変換を開始します。  当操作ではアナログ入力選択とＡＤ変換スタートが

 続けて実行されます。（ＡＤ変換器にはサンプルホールド機能もあり、意識する必要は無い。）

   ＡＤ変換は２５μｓ以内に終了します。  次３－８項でＡＤ変換終了を確認し、次々３－９項の

 ＡＤデータ読み込みの手順となります。

                         表３－７Ａ．【BASE＋０】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ                 各ビットの機能・意味 ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７   無効データ   ０

Ｂ６     〃  〃   ０

Ｂ５     〃  〃   ０

Ｂ４     〃  〃   ０

Ｂ３     〃  〃   ０

Ｂ２   固定値【＝０】に限る。   ０

Ｂ１

Ｂ０

アナログ入力チャンネル指定データ

        （表３－７Ｂ参照）

  ０

  ０

                     表３－７Ｂ．アナログ入力チャンネル指定データ

Ｂ１ Ｂ０          選択されるアナログ入力

 １  １   チャンネル３

 １  ０   チャンネル２

 ０  １   チャンネル１

 ０  ０   チャンネル０
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3-8. ボード・ステータスの読み込み                                         《ＡＤＭ－５１１／５１２／５１３ＡＴ》

3-8. ボード・ステータスの読み込み

      ｓｔｓ＝ｉｎｐ（BASE＋２）； ／* ｓｔｓ：ステータスデータ *／

  ＡＤ・ＤＡ変換部の動作状態（変換中／変換終了・待機中）、および外部割り込み信号の入力

状態を認識する１バイト・データを得ます。

                        表３－８．【BASE＋２】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ         各ビットの機能・意味    ＝１のとき     ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７  外部割り込み入力フラグ   セット（未読） リセット（読み済み）   ０

Ｂ６  外部割り込み入力              現在状態   ０

Ｂ５  未使用   ０

Ｂ４  未使用   ０

Ｂ３  未使用   ０

Ｂ２  未使用   ０

Ｂ１ ＤＡ変換データ転送状態      転送中  転送済み（待機中）   ０

Ｂ０ ＡＤ変換フラグ      変換中  変換終了（待機中） ０

《補助説明》

Ｂ７：    外部割り込みを許可した状態で外部割り込み入力ＩＮＴに有効エッジ（３－４項）

        が印加されるとセット（＝１） され、本ステータスポートの読み込み直後にリセット

        （＝０）されます。 ３－４項で説明されているように、この有効エッジで割り込みを

        発生させる以外に、割り込みを使用せず（割り込みレベルを無効な値＝０に設定）、

        当ビットを監視して外部イベントの発生に応じた処理を実行するようなプログラムも

        可能です。

Ｂ６：    外部割り込み入力ＩＮＴの現在状態を反映します。  割り込みを禁止した状態では

        汎用の１ビット入力として利用することもできます。

Ｂ１：    ＤＡデータは上位バイト書き込み操作により（先に書き込み・保持された）下位バ

        イトと併せた２バイトが同時にＤＡ変換器の入力ラッチに転送・保持されるのですが、

        この転送期間中だけセット（＝１）されます。 この時間は２.５μｓですが次のＤＡ

        データ書き込み操作禁止期間です。

  Ｂ０：    ＡＤ変換実行中（２４μｓ以内）だけセット（＝１）されます。

                                                  図３－８．ＡＤ・ＤＡ実行操作とステータス・ビット

              ＤＡ下位データ書き込み操作

              ＤＡ上位データ書き込み操作

              ＤＡデータ転送（ビットＢ１）               転送中                   転送中

              ＡＤ入力選択＆スタート操作

              ＡＤ変換フラグ（ビットＢ０）                              ＡＤ変換中
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《ＡＤＭ－５１１／５１２／５１３ＡＴ》                                                3-9. ＡＤデータの読み込み

3-9. ＡＤデータの読み込み

      ad_low ＝ｉｎｐ（BASE＋0） ； ／* ａｄ＿ｌｏｗ  ：下位８ＢＩＴデータ *／

      ad_high＝ｉｎｐ（BASE＋1） ； ／* ａｄ＿ｈｉｇｈ：上位４ＢＩＴデータ *／

  ＡＤデータは２バイトに分けて読み込みます。（この順番は任意です。）

                 表３－９Ａ．【BASE＋１】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ                各ビットの機能・意味 ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７   無効データ 【注】

Ｂ６     〃  〃   【注】

Ｂ５     〃  〃   【注】

Ｂ４     〃  〃   【注】

Ｂ３   ＡＤデータ  ＡＤＤ 11 （MSB：最上位ビット）

Ｂ２     〃  〃    ＡＤＤ 10

Ｂ１     〃  〃    ＡＤＤ ９

Ｂ０     〃  〃    ＡＤＤ ８

無効

データ

   【注】  上位バイトデータのビットＢ７～Ｂ４は指定データコード（３-５項）に

         よって定義が変わります。  バイナリのときは：全て＝０となりますが、

         ２の補数が指定されているときは最上位ビットＡＤＤ 11（ビットＢ３）と

         同じ値になります。

                 表３－９Ｂ．【BASE＋０】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ                各ビットの機能・意味 ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７   ＡＤデータ  ＡＤＤ ７

Ｂ６     〃  〃    ＡＤＤ ６

Ｂ５     〃  〃    ＡＤＤ ５

Ｂ４     〃  〃    ＡＤＤ ４

Ｂ３     〃  〃    ＡＤＤ ３

Ｂ２     〃  〃    ＡＤＤ ２

Ｂ１     〃  〃    ＡＤＤ １

Ｂ０     〃  〃    ＡＤＤ ０（LSB：最下位ビット）

無効

データ
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3-10. 汎用２ＢＩＴデジタル入出力                                          《ＡＤＭ－５１１／５１２／５１３ＡＴ》

3-10. 汎用２ＢＩＴデジタル入出力

       ｄｉｎ＝ｉｎｐ（BASE＋３）；／* din ：２ビット入力（現在値） *／

       ｏｕｔｐ（BASE＋３，dout）；／* dout：２ビット出力（ラッチ） *／

      各入出力ポートの下位２ビットが有効です。

                 表３－１０Ａ．【BASE＋３】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ               各ビットの機能・意味

Ｂ７  未使用

Ｂ６    〃

Ｂ５    〃

Ｂ４    〃

Ｂ３    〃

Ｂ２    〃

Ｂ１ 汎用デジタル入力 Ｄ１（現在値）

Ｂ０ 汎用デジタル入力 Ｄ０（現在値）

                 表３－１０Ｂ．【BASE＋３】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ            各ビットの機能・意味  ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７  未使用

Ｂ６    〃

Ｂ５    〃

Ｂ４    〃

Ｂ３    〃

Ｂ２    〃

Ｂ１ 汎用デジタル出力 Ｑ１（ラッチ） 【注１】

Ｂ０ 汎用デジタル出力 Ｑ０（ラッチ） 【注１】

        【注１】  電源投入、またはハードウエア･リセット直後の汎用デジタル

                出力 Ｑ０，Ｑ１は“０”ですが、本ボードの制御部リセット操

                作（３－３項）ではクリアされません。

【注２】  出荷時の汎用デジタル出力Ｑ０，Ｑ１はＴＴＬレベル・正論理

       ですが、出力素子（ソケット実装）はユーザ側で変更可能です。

  論理・信号レベル   出力素子

標準出荷時 正論理・ＴＴＬレベル ７４ＬＳ０４

ユーザ・オプション 負論理・ＴＴＬレベル ７４ＡＬＳ３４Ａ【注３】

  〃       〃 正論理・オープンコレクタ ７４ＬＳ０５

  〃       〃 負論理・オープンコレクタ ７４ＬＳ０６

       【注３】  ７４ＡＬＳ３４Ａは入手困難ですが、オープンコレクタ素子

               ７４ＬＳ０６とプルアップ抵抗（Ｒ 62，Ｒ 63）で代用できます。


